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羽島市ではご登録いただきました「羽島市防災コーディネ

ーター」の皆様への情報提供のためニューズレターを発行し

ております。 

 
はじめに 

 

近年、記録的な台風や豪雨による災害により、全

国各地で甚大な被害が発生しています。 

幸いにも本市においては大きな災害等は発生して

おりませんが、石川県では令和 6年 1月 1日に発生

した最大震度 7の能登半島地震の影響で、津波や土

砂災害等により甚大な被害が出ました。約 3か月が

経過した現在においても、住居を失い避難生活を送

ってみえる方が多くみえ、上下水道等も復旧も時間

がかかりそうです。 

同地震では、岐阜県において 55年ぶりに震度 5

以上を観測し、飛騨地方では建物被害等も発生して

います。 

巨大地震に加え、本市は木曽川、長良川、境川な

どの一級河川に囲まれ、水害リスクについても市民

が意識し、平時からの防災対策、災害時の的確な避

難行動が大切です。 

 
<石川県輪島市の被災後の様子> 

 
市総合防災訓練 

令和 5年 11月 5日（日）午前 7時から、市総合

防災訓練を開催しました。 

市全域でシェイクアウト訓練、『無事ですタオル

運動』を実施しました。 

その後、北部地域会場の足近小学校、小熊小学

校、正木小学校、羽島中学校では地元の市民の方に

ご参加いただき、感染症対策を踏まえた避難所開設

訓練を実施しました。 

市防災研究会の方には、事前研修やフォローアッ

プ研修を受けていただき、当日、各会場でパーティ

ションや簡易トイレなど倉庫に備蓄されている資機

材の使い方や避難所運営の心得などの説明にご協力

いただきました。皆様のご協力に感謝申し上げま

す。 

 

<避難所開設訓練の様子> 
 
自主防災組織リーダー研修会 

5月 26日（日）午後 7時から、不二羽島文化セン

ター（401大会議室）において、「自主防災組織リー

ダー研修会」を開催し、各地区の代表者の皆様にご

参加いただきました。 

当日は、岐阜大学地域減災研究センター特任准教

授の村岡治道氏による、防災じぶんごとワークショ

ップ「防災基本条例（仮称）の制定にむけて」の講

演を行いました。 

 

〈演題「防災基本条例（仮称）の制定にむけて」〉 

参加者の皆様には、羽島市で震度 6強の地震や木

曽川や長良川の氾濫が発生し、「被災したことを想

定し、災害にあったその時、どうしたら良いのか、

災害に遭う前にどうしておけば良かったか」を各グ

ループに分かれ、ワークショップを行い、実際に考

えていただきました。  
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防災基本条例（仮称）の制定にむけて 

条例案の作成に当たり、羽島市防災会議に羽島市

防災会議条例専門部会を設置し、意見を聴いて進め

ました。 

条例専門部会の「防災意識を高めるだけでなく、

防災効果をいかに確保するか」という考えに基づき

ワークショップを構成し、6月から 7月にかけて、

市内全コミュニティセンターにおいて、「防災じぶ

んごとワークショップ」を開催しました。 

また、市が実施している出前講座（生涯学習課担

当）メニューに「防災じぶんごとワークショップ」

を追加し、条例制定にむけた意見募集を行いまし

た。 

<令和 5 年度実績 令和 6 年 3 月 21 日時点> 

 

ワークショップは、30回開催し、1,376人が参加

され、8,000件を超える意見があり、意見の約 8割

が「自助」に関するものでした。 

いただいた意見を基に条例案を作成し、羽島市防

災会議条例専門部会で検討を重ね、11月末からパブ

リックコメントを実施し、意見を募集しました。 

その後、防災会議に条例案を提案し、羽島市議会

3月定例会に「命と暮らしを守る羽島市民の防災減

災条例」を上程、4月 1日より施行します。 

<防災じぶんごとワークショップ> 

 

 

 

 
出前講座（啓発活動） 

出前講座では、防災じぶんごとワークショップ以

外にも、地震体験車による地震体験や防災備蓄倉庫

の説明などを実施しました。 

<令和 5 年度実績 令和 6 年 3 月 21 日時点> 

 
被災地支援（石川県輪島市、中能登町等） 

令和 6年 1月 1日に発生した能登半島地震では、

市民の方や団体等から多くの寄附をいただいていま

す。市では、日本赤十字社を通じ、被災地へ寄付を

行います。皆様のご協力に感謝申し上げます。 

 大規模災害時の支援については、総務省が全国の

地方公共団体の人的資源を最大限に活用して被災市

区町村を支援するための全国一元的な応援職員の派

遣の仕組みを構築しています。 

 今回の地震では、岐阜県の対口支援先として、石

川県の中能登町と輪島市が指定されたことから、本

市は県の要請により、下水道管渠の被害調査、住家

被害認定調査および避難所運営支援を行っています 

 消防・救急については消防庁の緊急消防援助隊制

度、上水道については日本水道協会、医療について

は、日本医師会、岐阜県薬剤師会、岐阜県看護師会

からの要請に従い石川県内に支援に入っています。 

 
<被災地での給水作業> 

物資についても過去の災害の教訓から、被災地の

ニーズにより支援することとなっており、本市から

は段ボールベッドやパックご飯を提供いたしまし

た。 

 

R5 年 5月 18 日 羽島中学校 1年生 

6 月  23 日 堀津小学校 5～6年生 

6月 25 日 正木町大浦区自治会 

7月 1 日 正木町大浦新田区 

7月 10 日 ｱｲﾘｽﾍﾞﾙｸﾘﾆｯｸ 

8月 2 日 羽島市学校事務職員部会 

8月 30 日 中央小学校 4年生 

9月 3 日 竹鼻町駒塚区 

9 月  4 日 大光福祉会 

9月 13 日 足近小学校 4年生 

9月 17 日 正木町三ツ柳自治会 

9月 24 日 羽島市国際交流協会 

9月 25 日 竹鼻ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ運営委員会 

10月 4 日 羽島高校 1～3年生 

10月 30 日 堀津小学校 4年生 

R5年 6月 18日 江吉良舟橋町自治会 

6月 23日 堀津小学校 1～6年生 

9月 10日 江吉良舟橋町自治会 

9月 13日 足近小学校 3～6年生 

9月 22日 足近小学校 4年生 

11月 26日 福寿町ｺﾐｭﾆﾃｨ運営委員会 

R6年 1月 22日 小熊小学校 1～6年生 

2月 29日 岐阜羽島ボランティア協会 

3月 10日 下中町石田区 
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市防災研究会の主な活動 

◇総会 

令和 5年 5月 7日（日）、市福祉ふれあい会館

（地域ふれあいスペース）において、総会を開催し

ました。今回の総会では、羽島市と岐阜県の協力に

より、「弾道ミサイルを想定した住民避難訓練」を

実施しました。 

 
<弾道ミサイルを想定した住民避難訓練> 

◇ピクニック日和 

11月 3日（祝日）、木曽川堤外にある国営木曽三

川公園桜堤サブセンターにおいて国土交通省主催の

『ピクニック日和』というイベントが開催され、昨

年度に続き、研究会も出展を依頼され、車中泊など

の防災の心がけや簡易トイレなどを展示説明しまし

た。また、子どもたちを対象とした火起こし体験と

マシュマロ焼き体験は、行列ができるほどの人気コ

ーナーとなりました。 

◇岐阜羽島駅前フェス 

11月 11日（土）12日（日）の二日間に渡り新幹

線岐阜羽島駅前通りを歩行者天国にして『ぎふ羽島

駅前フェス』が開催されました。 

防災研究会もブース出展し、防災ゲーム・新聞紙

クラフトワーク・簡易トイレ・煙体験ハウスなどの

コーナーを設け、来場者に防災への啓蒙普及活動を

行いました。 

 
<煙体験ハウス> 

 

 

◇フォローアップ研修会 

令和 6年 3月 10日（日）に、市福祉ふれあい会

館（地域ふれあいスペース）において研修会を開催

しました。 

今回のテーマは『能登半島地震を受けて、防災士

として、何をなすべきか』で、市市長室危機管理課

職員の方に講師を依頼し、石川県輪島市の避難所に

おける支援活動報告をしてもらいました。 

その後、グループに分かれ、防災士として何が必

要で、何ができるのかを意見交換し、最後に液状化

等のデモンストレーション講習を行いました。 

 

 

<フォローアップ研修> 

◇その他の活動実績 

令和 5 年度に市内で行われた防災イベント等で研

究会の会員が活躍したものの一部を紹介します。 

詳しくは、https://hashima-bousai.blogspot.jp/ 

R5年 5月 28日 竹鼻南防災訓練 

7月 2日 女性部防災講演会 

8月 27日 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修会 

9月 24日 竹鼻町防災ｽﾎﾟｰﾂﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 

10月 1日 市総合防災訓練事前研修 

10月 22日 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修会 

11月 19日 福寿町「防災文化祭」 

R6年 2月 18日 「桑原町文化祭」防災ｺｰﾅｰ 

2月 25日 「まさき夢まつり」防災ｺｰﾅｰ 

3月 10日 「知風まつり」炊出し・防災ｺｰﾅｰ 

https://hashima-bousai.blogspot.jp/
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令和 6年度の主な事業（市） 

◇市制施行 70周年記念「防災フェスティバル」 

市では、市制施行 70 周年という節目を捉え、これ

までの先人の歩みに感謝し、歴史、文化、自然やこれ

までのまちづくりの成果など市の魅力を再確認し、 

これを次代に継承するとともに、市民の皆さんととも

に新たな羽島市の礎を築く第一歩として、「ともに未

来へ、協創のまち はしま」をテーマに掲げて 21の記

念事業を実施します。 

その一つとして、4 月 28 日（日）に不二羽島文化

センターや市立図書館において、「防災フェスティバ

ル」を開催します。 

「命と暮らしを守る羽島市民の防災減災条例」の制定

経緯や条例解説等の記念講演のほか、起震車による地

震体験ブースを設けるなど、防災展示も実施します。 

 
<地震体験車> 

◇市総合防災訓練 

令和 6 年度は、9 月 29 日（日）に中部地域会場の

竹鼻小学校、福寿小学校、中央小学校、中央中学校、

羽島高校にて訓練を実施します。 

訓練内容等については、決定次第、市広報誌や市ホ

ームページ等にてお知らせさせていただく予定をし

ております。 

市では、市防災コーディネーター、市防災研究会の

皆様と連携し訓練を実施する予定をしており、7月以

降に今年度同様の事前研修やフォローアップ研修を

実施する予定をしております。 

 

◇地区防災計画の策定支援 

実際に地区に住み、地区

の特性をよく知っている住

民の方々が、作成に向け、

課題を共有し、話し合いを

行うことが、いざという時

の地域の中での助け合いに

繋がるものと考えられてい

ます。 

地区防災計画は、市が作

成について要請して取り組

んでいただくものではな

く、地区住民の方に自発的に作成いただくボトムアッ 

プ型の計画です。 

そのため、市では令和 4年 3月に「地区防災計画作

成の手引き」を作成し、市ホームページに公開してお

ります。また、計画作成を検討している地区には、出

前講座の開催による防災意識の醸成や、職員の派遣に

よる作成補助など、各地区の計画作成に向けた取組へ

の支援をしています。 

◇内水ハザードマップの作成 

令和 3 年 7 月の水防法改正に伴い、令和 7 年度ま

でに雨水出水浸水想定

区域の指定をするため、

令和 5年度は、施設情報

の整理、解析範囲、解析

手法などの基本方針を

検討しました。策定した

基本方針に基づき、令和

6 年度は調査等を実施

し、令和 8年度に内水ハ

ザードマップを作成す

る予定です。 

 

最後に 

岐阜県では、令和 5年度から、新たに地区防災計画

や個別避難計画、避難確保計画等の作成に関する防災

講座、ワークショップ、訓練等への講師派遣等による

支援や女性の視点等を踏まえた避難所整備費用の助

成がされております。今回の能登半島地震で判明した

新たな課題等に対して、市は引き続き県と協力し効果

的な事業実施に努めていきます。 

また、市では、令和 6年度からは「命と暮らしを守

る羽島市民の防災減災条例」の制定をきっかけにし、

今後ますます市防災コーディネーター、市防災研究会

の皆様と連携し、地域防災力の向上や地区防災計画作

成支援、防災啓発活動等について取り組んでいきたい

と考えております。引き続き、ご理解、ご協力をよろ

しくお願いいたします。 

 

羽島市防災研究会 事務局 

市防災研究会は、市防災コーディネーター登録者

の有志が集まり、平成 27年 4月に設立されたボラン

ティア団体です。事務局から会員への連絡は全てメ

ールでお送りしています。まだアドレスを登録して

いない方は、このアドレス宛にお名前を明記してお

送り下さい。受信しましたら事務局からご返信いた

します。 

メール： office@monja.info  

HP ： 

羽島市役所 市長室危機管理課（情報・防災庁舎１階） 

電 話：058-392-9915 

メール：kiki@city.hashima.lg.jp  


